
(57)【要約】

【課題】自動的に最適なビットレートを選択するように

制御できる動画像符号化ビットレート選択方式を提供す

ることである。

【解決手段】送信側であるサーバ１は、複数種類の符号

化ビットレートの動画像コンテンツを蓄積装置１１に蓄

積している。受信端末３のコントローラ３２は、次のま

たは複数個先の同期ポイントまでの受信終了時における

受信バッファ３１の蓄積量の目標値に応じて、適応的に

動画像符号化ビットレートｃ（ｔ）を選択する。ｃ（ｔ

）は、予め決定された離散的な値ｃ［ｎ］（ｎ＝０，１

，２，・・・）を取るように決められているから、ｃ［

ｎ］の中で、ｃ（ｔ）を越えない最大のビットレートｃ

［ｎ＊ ］を選択され、網２を介して、サーバ１に通知さ

れる。サーバ１は、該通知されたビットレートｃ［ｎ＊

］の動画像コンテンツを、同期ポイントで切り替えて受

信端末３へ送信する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 種 類 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト の 動 画 像 間 で 切 替 可 能 な よ う に 同 期 ポ イ ン ト を も っ た 動 画
像 デ ー タ 群 か ら 、 同 期 ポ イ ン ト ま で の 受 信 が 終 了 す る 度 に 単 一 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選
択 し 、 動 画 像 デ ー タ の 送 受 信 を す る シ ス テ ム の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 で あ っ
て 、
前 記 動 画 像 を 受 信 す る 受 信 端 末 は 、 デ ー タ を 受 信 し て 一 時 蓄 積 す る 受 信 バ ッ フ ァ と 、 次 の
ま た は 複 数 個 先 の 同 期 ポ イ ン ト ま で の 受 信 終 了 時 に お け る 受 信 バ ッ フ ァ 蓄 積 量 の 目 標 値 に
応 じ て 、 適 応 的 に 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る 手 段 と 、 該 選 択 し た 動 画 像 符 号 化
ビ ッ ト レ ー ト を 送 信 側 に 要 求 す る 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト
レ ー ト 選 択 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に お い て 、
前 記 受 信 バ ッ フ ァ 蓄 積 量 の 目 標 値 が 受 信 バ ッ フ ァ 中 に 蓄 積 さ れ る デ ー タ の 復 号 可 能 時 間 で
あ り 、 該 目 標 値 を 直 近 の 伝 送 ス ル ー プ ッ ト の 平 均 値 を 用 い て 求 め る よ う に し た こ と を 特 徴
と す る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に お い て 、
前 記 受 信 バ ッ フ ァ 蓄 積 量 の 目 標 値 が 受 信 バ ッ フ ァ 中 に 蓄 積 さ れ る デ ー タ の 復 号 可 能 時 間 で
あ り 、 該 目 標 値 を 直 近 の 伝 送 ス ル ー プ ッ ト の 短 期 平 均 値 と 長 期 平 均 値 の う ち の 小 さ い 方 を
用 い て 求 め る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に お い て 、
前 記 受 信 バ ッ フ ァ 中 に 蓄 積 さ れ る デ ー タ の 復 号 可 能 時 間 が 所 定 の 目 標 値 と な る よ う な 動 画
像 デ ー タ の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 計 算 し 、 計 算 値 か ら 実 際 に 適 用 す る 離 散 的 な 符 号 化 ビ ッ
ト レ ー ト を 選 択 す る 時 に 、 計 算 値 を 超 え な い 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に お い て 、
符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト の 選 択 時 に 、 現 在 の 選 択 値 か ら 一 気 に 計 算 値 を 超 え な い 符 号 化 ビ ッ ト
レ ー ト ま で 変 化 さ せ る の と 、 現 在 の 選 択 値 か ら 計 算 値 を 超 え な い 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト へ 向
け て 現 在 の 選 択 値 か ら 最 近 傍 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト へ の 段 階 的 に 変 化 さ せ る の を 、 適 応 的
に 切 り 替 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に 関 し 、 特 に サ ー バ に 蓄 積 さ れ て い る 動 画 像
コ ン テ ン ツ を パ ケ ッ ト 化 し て 送 信 し 、 携 帯 電 話 網 を 経 由 し て 受 信 す る 方 式 に 適 用 し て 好 適
な 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 複 数 の ビ ッ ト レ ー ト で 作 成 し た 同 一 内 容 の コ ン テ ン ツ を 予 め サ ー バ に 蓄 積 し て お き
、 サ ー バ が 、 受 信 端 末 、 例 え ば 携 帯 電 話 か ら の 指 示 に 従 っ て ビ ッ ト レ ー ト を 切 り 替 え て 配
信 す る 技 術 が 知 ら れ て い る 。 こ の 従 来 技 術 で は 、 受 信 端 末 は 、 受 信 の 最 初 か ら ビ ッ ト レ ー
ト を 指 示 す る こ と に 加 え て 、 受 信 の 途 中 で ビ ッ ト レ ー ト を 変 更 す る 指 示 を す る こ と も 可 能
で あ っ た 。 受 信 端 末 に は 、 例 え ば 受 信 す る ビ ッ ト レ ー ト を サ ー バ に 指 示 す る ボ タ ン が 設 け
ら れ て お り 、 ユ ー ザ が 該 ボ タ ン を 操 作 す る こ と に よ り 、 サ ー バ に 受 信 す る ビ ッ ト レ ー ト を
指 示 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 そ し て 、 ユ ー ザ が 例 え ば 受 信 画 面 の 一 部 に 対 し て 品 質 の 良
い 画 像 を 受 信 し た い と 思 う 場 合 に は 、 該 ボ タ ン を 操 作 し て 、 ビ ッ ト レ ー ト を 大 き く す る 指
示 を す る の が 可 能 で あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
な お 、 本 発 明 に 関 連 す る 公 知 文 献 と し て 、 例 え ば ２ ０ ０ ２ 年 ８ 月 発 表 の ２ ０ ０ ２ 年 映 像 情
報 メ デ ィ ア 学 会 年 次 大 会 の １ １ － ６ “ 携 帯 電 話 ビ デ オ ス ト リ ー ミ ン グ シ ス テ ム 設 計 に 関 す
る 一 検 討 ” や 、 同 １ １ － ７ “ Ｔ Ｃ Ｐ ビ デ オ ス ト リ ー ミ ン グ に お け る 動 的 符 号 化 レ ー ト 制 御
の 検 討 ” が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 し た 従 来 技 術 は 、 受 信 端 末 で 、 手 動 で ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る 制 御 し
か で き な か っ た た め 、 回 線 の 通 信 の 事 情 に 適 合 し た 最 適 な ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る こ と は
で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 手 動 で ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る と 、 受 信 バ ッ フ ァ が
ア ン ダ ー フ ロ ー を 起 こ す 恐 れ も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 自 動 的 に 最 適 な ビ
ッ ト レ ー ト を 選 択 す る よ う に 制 御 で き る 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 複 数 種 類 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト の 動 画 像 間 で
切 替 可 能 な よ う に 同 期 ポ イ ン ト を も っ た 動 画 像 デ ー タ 群 か ら 、 同 期 ポ イ ン ト ま で の 受 信 が
終 了 す る 度 に 単 一 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 し 、 動 画 像 デ ー タ の 送 受 信 を す る シ ス テ ム
の 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト 選 択 方 式 で あ っ て 、 前 記 動 画 像 を 受 信 す る 受 信 端 末 は 、 受 信
バ ッ フ ァ と 、 次 の ま た は 複 数 個 先 の 同 期 ポ イ ン ト ま で の 受 信 終 了 時 に お け る 受 信 バ ッ フ ァ
蓄 積 量 の 目 標 値 に 応 じ て 、 適 応 的 に 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る 手 段 と 、 該 選 択
し た 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 送 信 側 に 要 求 す る 手 段 と を 具 備 し た 点 に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 、 次 の ま た は 複 数 個 先 の 同 期 ポ イ ン ト ま で の 受 信 終 了 時 に お け る 受 信
バ ッ フ ァ 蓄 積 量 の 目 標 値 に 応 じ て 、 適 応 的 に 動 画 像 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 で き る よ う
に な り 、 受 信 バ ッ フ ァ を ア ン ダ ー フ ロ ー さ せ な い 範 囲 で 、 で き る だ け 高 い 符 号 化 ビ ッ ト レ
ー ト を 選 択 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 概 略 の
シ ス テ ム の 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 示 さ れ て い る よ う に 、 該 シ ス テ ム は 、 動 画 像 コ ン テ ン ツ の 送 信 側 で あ る サ ー バ １ と 、 網
（ ネ ッ ト ワ ー ク ） ２ 例 え ば 携 帯 電 話 網 と 、 携 帯 電 話 等 の 受 信 端 末 ３ と か ら 構 成 さ れ て い る
。 サ ー バ １ は 、 周 知 の よ う に 図 示 さ れ て い な い 有 線 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
サ ー バ １ の 画 像 デ ー タ 蓄 積 装 置 １ １ に は 、 同 一 内 容 の 画 像 デ ー タ を 複 数 の ビ ッ ト レ ー ト で
作 成 し た 複 数 の フ ァ イ ル が 蓄 積 さ れ て い る 。 画 像 デ ー タ は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、
同 一 内 容 を 複 数 の 離 散 的 な ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ］ （ ｎ ＝ ０ ， １ ， ２ ， ・ ・ ・ ） 、 例 え ば ビ
ッ ト レ ー ト ｃ ［ ０ ］ の ビ ッ ト ス ト リ ー ム Ａ と 、 ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ １ ］ の ビ ッ ト ス ト リ ー ム
Ｂ で 形 成 さ れ て お り 、 各 ビ ッ ト ス ト リ ー ム に は 定 期 的 に 同 期 ポ イ ン ト ａ １ ， ａ ２ ， ａ ３ ，
・ ・ ・ ； ｂ １ ， ｂ ２ ， ｂ ３ ， ・ ・ ・ が 設 定 さ れ て い る 。 こ の ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ］ は 、 前
記 受 信 端 末 ３ に 予 め 通 知 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 同 期 ポ イ ン ト は 、 Δ ｔ 間 隔 、 例 え ば １ ０ 秒 間 隔 で 設 定 さ れ て い る 。 該 同 期 ポ イ ン ト で
は 、 こ の 箇 所 に お い て 、 異 な る ビ ッ ト レ ー ト 間 で デ ー タ の 切 替 が 可 能 で あ る 。 な お 、 以 下
で は 、 該 同 期 ポ イ ン ト 間 の デ ー タ 単 位 を 、 “ フ ラ グ メ ン ト ” と 呼 ぶ こ と に す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
該 画 像 デ ー タ 蓄 積 装 置 １ １ は 、 配 信 用 の プ ロ グ ラ ム で あ る Ｃ Ｇ Ｉ （ ｃ ｏ ｍ ｍ ｏ ｍ 　 ｇ ａ ｔ
ｅ ｗ ａ ｙ 　 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ ） プ ロ グ ラ ム １ ２ に よ り ア ク セ ス さ れ 、 該 Ｃ Ｇ Ｉ プ ロ グ ラ
ム １ ２ か ら 要 求 さ れ た ビ ッ ト レ ー ト の フ ァ イ ル を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
一 方 、 受 信 端 末 ３ は 、 受 信 デ ー タ を 一 時 的 に 蓄 積 す る 受 信 バ ッ フ ァ ３ １ と 、 最 適 な ビ ッ ト
レ ー ト を 決 定 し 、 該 ビ ッ ト レ ー ト を 網 ２ を 介 し て サ ー バ に 通 知 す る コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ と 、
該 バ ッ フ ァ ３ １ の 蓄 積 量 が 所 定 量 以 上 に な っ た 時 点 で 受 信 バ ッ フ ァ ３ １ か ら デ ー タ を 読 み
出 し ビ デ オ 復 号 を 開 始 す る デ コ ー ダ ３ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 動 作 を 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 前 記 コ ン ト ロ ー
ラ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 ま ず 最 小 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を サ ー バ １ に 通 知 す る
。 こ れ に よ り 、 受 信 端 末 ３ は 、 最 小 の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト で 受 信 お よ び 再 生 を 開 始 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 フ ラ グ メ ン ト の 境 界 ま で 受 信 を 完 了 し た か 否 か の 判 断 を す る 。 例 え ば
、 図 ２ に お い て 、 最 初 に ビ ッ ト ス ト リ ー ム Ａ を 受 信 し た と す る と 、 受 信 が 同 期 ポ イ ン ト ａ
１ ま で き た か 否 か の 判 断 を す る 。 こ の 判 断 が 否 定 の 場 合 に は 、 該 同 期 ポ イ ン ト ａ １ が 来 る
ま で デ ー タ の 受 信 を 続 け る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ の 判 断 が 肯 定 に な る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 ん で
、 コ ン ト ロ ー ラ ３ ２ は 、 受 信 バ ッ フ ァ ３ １ の 蓄 積 量 τ （ ｔ ） と 、 網 ２ の 伝 送 ス ル ー プ ッ ト
ｖ （ ｔ ） を 観 測 す る 。 　 こ こ で 、 受 信 バ ッ フ ァ ３ １ の 蓄 積 量 を 、 復 号 可 能 時 間 で 評 価 し て
い る の は 、 同 じ デ ー タ サ イ ズ で も 、 バ ッ フ ァ ３ １ 内 の ビ デ オ デ ー タ の ビ ッ ト レ ー ト に よ っ
て 、 バ ッ フ ァ の 余 裕 度 が 違 う た め で あ る 。 例 え ば 、 バ ッ フ ァ に １ ０ ０ ビ ッ ト 溜 ま っ て い る
時 に 、 突 然 ネ ッ ト ワ ー ク か ら の デ ー タ の 到 着 が 途 切 れ た と す る 。 こ の 場 合 、 そ の デ ー タ が
、 １ ０ ビ ッ ト ／ 秒 の ビ デ オ で あ れ ば 、 １ ０ 秒 間 の 余 裕 が あ る こ と に な る が 、 も し １ ０ ０ ビ
ッ ト ／ 秒 の ビ デ オ で あ れ ば １ 秒 し か 余 裕 が な い こ と に な る か ら で あ る 。 前 記 ビ ッ ト ス ト リ
ー ム の 同 期 ポ イ ン ト 間 隔 を Δ ｔ と し た の も 、 上 記 と 同 様 の 趣 旨 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 現 在 の バ ッ フ ァ 蓄 積 量 τ （ ｔ ） を 出 発 点 と し て 、 次 の フ ラ グ メ
ン ト 受 信 終 了 時 の バ ッ フ ァ 蓄 積 量 が 目 標 値 ま た は 予 想 値 Ｔ と な る よ う に 、 次 の フ ラ グ メ ン
ト の 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト ｃ （ ｔ ） を 、 下 記 の （ １ ） 式 か ら 決 定 す る 。
Ｔ ＝ τ （ ｔ ） ＋ Δ ｔ － ｃ （ ｔ ） Δ ｔ ／ ｖ （ ｔ ） 　 ・ ・ ・ （ １ ）
こ こ で 、 Δ ｔ （ 秒 ） は 、 前 記 し た よ う に 、 １ フ ラ グ メ ン ト の 間 隔 を 表 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 ｃ （ ｔ ） は 、 予 め 決 定 さ れ た 離 散 的 な 値 ｃ ［ ｎ ］ （ ｎ ＝ ０ ， １ ， ２ ，
・ ・ ・ ） を 取 る よ う に 決 め ら れ て い る か ら 、 ｃ ［ ｎ ］ の 中 で 、 ｃ （ ｔ ） を 越 え な い 最 大 の
ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ＊ ］ を 選 択 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 該 最 大 の ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ＊

］ を サ ー バ １ へ 要 求 す る 。 そ う す る と 、 サ ー バ １ の Ｃ Ｇ Ｉ プ ロ グ ラ ム １ ２ は 、 画 像 デ ー タ
蓄 積 装 置 １ １ か ら 該 ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ＊ ］ の フ ァ イ ル を 読 み 出 し 、 パ ケ ッ ト 化 し て 網 ２
に 送 出 す る 。 こ の 結 果 、 例 え ば 図 ２ に お い て 、 同 期 ポ イ ン ト ｂ １ で ビ ッ ト ス ト リ ー ム Ｂ に
切 り 替 え ら れ 、 該 ビ ッ ト ス ト リ ー ム Ｂ の １ フ ラ グ メ ン ト が 受 信 端 末 ３ へ 送 出 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 （ １ ） 式 の 伝 送 ス ル ー プ ッ ト ｖ （ ｔ ） は 、 こ れ か ら 伝 送 を 要 求 す る 次 の フ ラ グ メ ン ト
を 受 信 し て い る 間 の 平 均 ビ ッ ト レ ー ト で あ り 、 そ の 値 は 受 信 前 に は 分 か ら な い た め 、 推 定
値 を 用 い る 必 要 が あ る 。 該 推 定 値 は 、 以 下 の ２ つ の 方 法 を 用 い て 求 め る こ と が で き る 。
方 法 １ ・ ・ ・ 直 近 の Δ ｔ 秒 間 の ス ル ー プ ッ ト 瞬 時 値 の 移 動 平 均 を 用 い る 。
方 法 ２ ・ ・ ・ 直 近 の ｔ １ 秒 間 と ｔ ２ 秒 間 （ ｔ １ ＜ ｔ ２ ） の ス ル ー プ ッ ト 瞬 時 値 の 移 動 平 均
の う ち 、 小 さ い 方 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 方 法 ２ は 、 短 時 間 （ ｔ １ 秒 ） の 観 測 か ら 急 激 な ス ル ー プ ッ ト 低 下 を 検 出 し て 符 号 化 ビ
ッ ト レ ー ト を 下 げ る と 共 に 、 長 時 間 （ ｔ ２ 秒 ） の 平 均 ス ル ー プ ッ ト に 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト
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を 収 束 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 、 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ の 図 ３
と 同 じ ス テ ッ プ は 図 ３ の 機 能 と 同 じ で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。 前 記 の 第 １ 実 施 形 態 で
は 、 場 合 に よ っ て は フ ラ グ メ ン ト を 受 信 す る 度 に 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト の 切 替 が 発 生 し て 、
再 生 画 像 の 画 質 が 頻 繁 に 変 化 す る 恐 れ が あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 こ の 恐 れ を 解 消 す る た
め に 、 次 の 制 約 を 設 定 し た 。
（ １ ） 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 引 き 上 げ る 場 合 に は 、 段 階 的 に 引 き 上 げ る 。 つ ま り 、 ２ 段 階
以 上 は 引 き 上 げ な い 。
（ ２ ） 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 引 き 下 げ る 場 合 に は 、 制 限 を 設 け な い 。 つ ま り 、 ２ 段 階 以 上
で あ っ て も 一 気 に 引 き 下 げ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 （ １ ） の 制 約 に よ り 、 大 幅 に 画 質 が 変 化 し た り 、 急 に 受 信 バ ッ フ ァ が ア ン ダ ー フ ロ ー
す る 危 険 が 増 す の を 防 止 で き る 。 ま た 、 前 記 （ ２ ） の 制 約 に よ り 、 受 信 バ ッ フ ァ が ア ン ダ
ー フ ロ ー す る 危 険 を 短 時 間 で 解 消 す る こ と が で き る 。 前 記 制 約 に よ り 、 受 信 バ ッ フ ァ が ア
ン ダ ー フ ロ ー を 起 こ さ な い 範 囲 で 、 で き る だ け 高 い 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 で き る よ う
に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 該 （ １ ） 、 （ ２ ） を 満 足 す る も の で あ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 選
択 し た ビ ッ ト レ ー ト ｃ ［ ｎ ＊ ］ が 、 前 回 の ｃ ［ ｎ ＊ ］ に 比 べ て 小 さ い か 否 か の 判 断 が な さ
れ る 。 小 さ け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 ん で 、 該 ｃ ［ ｎ ＊ ］ を サ ー バ に 要 求 す る 。 ス テ ッ プ
Ｓ ７ の 判 断 が 否 定 の 時 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 選 択 し た ビ ッ ト レ ー ト
ｃ ［ ｎ ＊ ］ が 、 前 回 の ｃ ［ ｎ ＊ ］ に 比 べ て ２ 段 階 以 上 大 き い か 否 か の 判 断 が な さ れ る 。 こ
の 判 断 が 否 定 の 時 に は 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ８ の 判 断 が 肯 定 の 時 、 す な
わ ち 前 回 の ｃ ［ ｎ ＊ ］ に 比 べ て ２ 段 階 以 上 大 き い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 み 、 前 回 の
ｃ ［ ｎ ＊ ］ の １ 段 階 上 の ｃ ［ ｎ ＊ ］ を 選 択 す る 。 そ し て 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 引 き 上
げ る 時 に は 、 引 き 上 げ た レ ー ト を 、 ｎ フ ラ グ メ ン ト 連 続 し て 維 持 で き る 制 約 を 課 し た も の
で あ る 。 こ の 制 約 を 課 す こ と に よ り 、 受 信 バ ッ フ ァ が ア ン ダ ー フ ロ ー を 起 こ す の を 、 極 力
防 止 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
具 体 的 に は 、 前 記 図 ３ 、 図 ４ の ス テ ッ プ Ｓ ４ の （ １ ） 式 を 、 下 記 の （ ２ ） 式 に 変 え る よ う
に す る 。
Ｔ ＝ τ （ ｔ ） ＋ Δ ｔ × ｎ － ｃ （ ｔ ） （ Δ ｔ × ｎ ） ／ ｖ （ ｔ ） 　 ・ ・ ・ （ １ ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 請 求 項 １ ～ ５ の 発 明 に よ れ ば 、 受 信 バ ッ フ ァ を ア ン ダ ー
フ ロ ー さ せ な い 範 囲 で 、 で き る だ け 高 い 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選 択 す る こ と が で き る よ う
に な る 。 ま た 、 網 の 伝 送 ス ル ー プ ッ ト の 変 化 に 対 し て 、 適 応 的 に 符 号 化 ビ ッ ト レ ー ト を 選
択 し 、 条 件 が 許 す 範 囲 で 、 最 高 の 画 質 の 画 像 を 提 供 で き る と い う 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ２ ， ３ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 の 効 果 に 加 え て 、 こ れ か ら 伝 送 を 要 求 す る 次 の
フ ラ グ メ ン ト を 受 信 し て い る 間 の 平 均 ビ ッ ト レ ー ト を 、 適 応 的 に 求 め る こ と が で き る よ う
に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し て 好 適 な 送 受 信 シ ス テ ム の 概 略 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 本 発 明 に 係 る 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 、 第 ３ 実 施 形 態 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 、 第 ３ 実 施 形 態 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ ・ ・ ・ サ ー バ 、 ２ ・ ・ ・ 携 帯 電 話 網 、 ３ ・ ・ ・ 受 信 端 末 、 １ １ ・ ・ ・ 画 像 デ ー タ 蓄 積 装
置 、 １ ２ ・ ・ ・ Ｃ Ｇ Ｉ プ ロ グ ラ ム 、 ３ １ ・ ・ ・ 受 信 バ ッ フ ァ 、 ３ ２ ・ ・ ・ コ ン ト ロ ー ラ 、
３ ３ ・ ・ ・ デ コ ー ダ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2004-172830 A 2004.6.17

Peloton - EX1011, Page 6 
IPR2023-01239 (Peloton v. NEC)



【 図 ４ 】
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